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要　旨　　1918-2013年に出版された文献に基づき， 日本産魚類から記録されたツブムシ科
Chondracanthidaeカイアシ類の20属48種， 未同定種 （4種）， 未確定種 （3種） に関する情報 （異名リス
ト， 宿主， 寄生部位， 地理的分布， 文献） を種ごとに整理した。Acanthocanthopsis， Acanthochondria，
Bactrochondria，Brachiochondria，Brachiochondrites，Chelonichondria， Chondracanthodes，
Cryptochondria，Diocus，Hoia，Jusheyhoea，Markevitichielinus， Praecidochondria，
Prochondracanthopsis，Prochondracanthus，Protochondria， Pseudacanthocanthopsis，
Pseudochondracanthus，Ttetaloiaの各属に対して，コブツキツブムシ， トゲナシツブムシ，ドウナ
ガツブムシ，ウデツブムシ，クビナガツブムシ，カメガタツブムシ，ツブムシモドキ，ミツオツブ
ムシ，フクヨカツブムシ，ワキバラトゲツブムシ，タマガシラツブムシ， イカリツブムシ，スンヅ
マリツブムシ，ツツガタツブムシ，ヒメツブムシ，ヒョウタンツブムシ， ダルマツブムシ，ニセツ
ブムシ，ハナビラツブムシの新標準和名を提唱した。また，和名をもたない種に対して新標準和名
を提唱した。
キーワード：カイアシ類，魚類寄生虫，ツブムシ科，文献目録

諸　　言

　本目録で扱うツブムシ科 Chonracanthidaeはカイアシ亜綱 Copepodaの変口目 Poecilostomatoidaに属する
甲殻類である。本科は2004年までに世界から160種が記載され，魚類寄生性カイアシ類のなかではウオジラ
ミ科 Caligidae（465種以上）やナガクビムシ科 Lernaeopodidae（268種）には及ばないものの，かなり大き
な科である（Boxshall and Halsey, 2004）。すべてが海産で，海水魚の口腔・鰓腔部に主に寄生する。わが国
で報告された宿主には，タラ科，アンコウ科，メバル科，フサカサゴ科，ハタ科，タイ科，アイナメ科，ハ
タハタ科，カジカ科，ハゼ科，ヒラメ科，カレイ科，ウシノシタ科，フグ科など水産上重要なものが多い。
また，ツブムシ科カイアシ類は，水産食品上，問題になることがある（東京都市場衛生検査所，1990）。
　本目録は，日本産ツブムシ科の20属48種， 未同定種 （4種）， 未確定種 （3種） について， 1918-2013年の96年
間に出版された文献をもとに，各種の情報を整理したものである。1918年は東京帝国大学の飯島   魁がその
著著『動物学提要』 （飯島，1918） のなかで， ツブムシ科ツブムシ属の1種 Chondracanthus sp.をわが国で最
初に報告した年である。その後，日本産ツブムシ科は京都大学と岡山大学に勤務した山口左仲 （Yamaguti, 
1939; Yamaguti and Yamasu, 1959, 1960），三重県立大学の椎野季雄（Shiino, 1955, 1957, 1959, 1960a, 1960b, 
1964） によって精力的に研究され， 1960年代初めまでの各種の情報は山口左仲によって 『Parasitic Copepoda 
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and Branchiura of fishes』 （Yamaguti, 1963） で示された。近年は，三重大学の伊澤邦彦，カリフォルニア州立
大学の何　汝諧（Ju-shey Ho），広島大学の Tran The Doや筆者らによって研究が進められ，多くの新知見
が蓄積されてきている（Ho, 1970, 1991, 1994; Izawa, 1971, 1975, 1986; Do and Kasahara, 1982; Dojiri and 
Ho, 1988; Ho and Kim, 1995a, 1995b, 1996; Ho et al., 2005; Nagasawa and Takaya, 2008; Uyeno and Nagasawa, 
2012）。本目録は，このような最新情報も踏まえて，わが国におけるツブムシ科カイアシ類に関する知見を
まとめたものである。
　本目録では，ツブムシ科内の各属をアルファベット順に並べた後，各属では種小名のアルファベット順に
各種を記述した。標準和名と最新の学名をまず記し，異名リストと宿主，寄生部位を示したあと，地理的分
布を示した。異名リストに示した学名はわが国で用いられたものに限り，これを欠くものは異名での報告が
わが国にないことを示す。各異名の直後には，それらを報告した著者名と出版年を示した。宿主である魚類
は，中坊（2013）が示した分類体系に従って配列し，標準和名と学名を記した。この際，過去の論文で現
在の和名と学名と異なるものが使われた場合には括弧内にそれを記した。地理的分布に関する情報は海域（北
太平洋，日本海，オホーツク海，東シナ海，瀬戸内海）ごとに整理し，都道府県名を含む詳細な採集地と出
典情報（著者名と出版年）を示した。都道府県名は北から南に順に配列した。原典に詳細な採集地の情報を
欠く場合には「－」で示した。備考では，当該種の生物学的情報（分類，他国での分布，寄生部位等に関す
る特記事項）や新標準和名の提案根拠などを記した。なお，国際動物命名規約第4版（動物命名国際審議会，
2000）に従って異名リスト，新参異名，種小名などの用語を本目録で用いた。
　各寄生虫の記録を上記のようにまとめたあと，さらに宿主－寄生虫リストとして整理した。このリストで
は，宿主として報告された魚類を中坊（2013）に示された分類体系に従って並べ，各魚種から記録された
カイアシ類を示した。各科において宿主魚類は五十音順に並べた。
　ツブムシ科の分類体系に関しては Yamaguti（1963），Kabata（1979a），Boxshall and Halsey（2004），
Østergaard（2003），Østergaard et al.（2003）が参考になる。近隣の韓国や台湾，中国，極東ロシアに分布
するツブムシ科については， それぞれKim （1998）， Ho et al. （2011a, 2011b）， Song and Kuang （1980）， Gusev 
（1951）が有用である。なお，本目録は筆者らによる日本産寄生性カイアシ類目録の第7報である （エラジラ
ミ科［長澤ら，2007］；イカリムシ科［Nagasawa et al., 2007］；ウオジラミ属［長澤ら，2010］；瀬戸内海産
寄生性カイアシ類［Nagasawa, 2011］；ヒトガタムシ科［長澤・上野，2011］；ツツウオジラミ科，エラノミ
科，ニセエラノミ科［長澤・上野，2012］）。

日本産ツブムシ科カイアシ類の目録

カイアシ亜綱

Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830

新カイアシ下綱

Infraclass Neocopepoda Huys and Boxshall, 1991

変口目（ツブムシ目，ポエキロストマ目）

Order Poecilostomatoida Thorell, 1859

　本目録で扱うツブムシ科は，以前はコンドゥラカントゥス亜目 Chondracanthi（谷津・岡田，1935）やナ
ガクビムシ目 Lernaeopodoida（椎野，1964，1965，1969，1979；内田，1972；山田ら，1977，1983）に含
められていた。近年は Poecilostomatoida（Kabata, 1979a; Østergaard, 2003; Østergaard et al., 2003）に位置づ
けられることが多い（ただし Boxshall and Halsey［2004］は本科をキクロプス目 Cyclopoidaに含めている）。
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本目録では，稲葉（1988）に従い Poecilostomatoidaの標準和名として変口目を使用する。なお，稲葉がこ
の和名を用いた同じ年に文部省・日本動物学会（1988）は Poecilostomatoidaをツブムシ目とし，その後は
ツブムシ目 （ポエキロストマ目） と記されている （大塚，1997，2000；大塚・駒井，2008；巌佐ら，2013）。

ツブムシ科

Family Chondracanthidae Milne Edwards, 1840

　本科の標準和名は，椎野（1957）がウデツブムシ Brachiochondria pinguisの解説をした際に最初に用い
られた。その後，この和名は椎野（1964，1965，1979），内田（1972），稲葉（1988）で使われ，現在に至っ
ている。

コブツキツブムシ属（新称）

Genus Acanthocanthopsis Heegaard, 1945

　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部に複数の突起を有することに因む。
　

コブツキツブムシ（新称）

Acanthocanthopsis quadrata Heegaard, 1945

異名リスト：Acanthocanthopsis quadratus Heegaard, 1945（Heegaard, 1945）
宿主：ハリセンボン属の1種 Diodon sp.
寄生部位：不明
地理的分布：不明地（Heegaard, 1945）
備考：本種は，Ho（1991）によって本属からツブムシ属に移されたが，Tang and Ho（2005）によって本属
に戻された。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

トゲナシツブムシ属（新称）

Genus Acanthochondria Oakley in Leigh-Sharpe and Oakley, 1927

　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部には1対の後側方伸長部以外に突起や突出がないことに因む。本属
では Acanthochondria spirigera が同じトゲナシツブムシの和名をもつ。

ツノトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria bicornis Shiino, 1955

宿主：ソコマトウダイ Zenion japonicum，ユメカサゴ Helicolenus hilgendorfii（=Helicolenus dactylopterus），
アカカサゴ Setarches longimanus

寄生部位：鰓弓 
地理的分布：北太平洋（三重県熊野沖，和歌山県みなべ町沖・白浜町瀬戸：Shiino，1955）
備考：Shiino（1955）は宿主の1種を Helicolenus dactylopterus（Helioclenusと誤記）と報告したが，この学
名に相当する日本産魚類は過去の書籍（例えば松原，1955）になく，同属の魚種で熊野灘沖に分布する
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のはユメカサゴのみである（中坊，2013）。本虫の雌成体は，鋭利な第2触角先端を宿主の鰓弓に深く穿
入させ，体前部を宿主の腫瘍様組織に埋めている（Shiino, 1955）。Østergaard（2003）は本種を未確定種
として扱ったが，Tang et al.（2010）は本種をトゲナシツブムシ属に所属させることが妥当であると述べた。
新標準和名は，本種の第2触角先端が角状を呈することに因む。

ハゼクチトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria brevicorpa Yü, 1935

異名リスト：Acanthochondria hazekuti Yamaguti, 1939（Yamaguti, 1939）
宿主：ハゼクチ Acanthogobius hasta
寄生部位：鰓
地理的分布：東シナ海（－：有明海：Yamaguti, 1939）
備考：Ho and Kim（1995b）は，Yamaguti（1939）によって記載された A. hazekutiを本種の新参異名とした。

Shiino（1964）も同様な考えを示した。本種は中国（Yü, 1935）と韓国（Suh et al., 1992; Suh, 1994; Kim, 
1998）にも分布する。新標準和名は，本種がハゼクチに寄生することに因む。

アカムツトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria constricta Shiino, 1955

宿主：アカムツ Doederleinia berycoides
寄生部位：口腔壁
地理的分布：北太平洋（三重県尾鷲市：Shiino，1955）
備考：新標準和名は，本種がアカムツに寄生することに因む。

タイコバラトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria dilatata Shiino, 1955

宿主：ユメカサゴ Helicolenus hilgendorfii（=Helicolenus dactylopterus）
寄生部位：鰓弓
地理的分布：北太平洋（三重県熊野沖：Shiino，1955）
備考：宿主の学名と和名に関しては，ツノトゲナシツブムシ Acanthochondria bicornisの備考を参照のこと。
本虫の雌頭部は，宿主の鰓弓の腫瘍様組織に埋まる（Shiino, 1955）。新標準和名は，本種の胴部がふくよ
かな形状（＝太鼓腹）を示すことに因む。

ネズミゴチトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria fissicauda Shiino, 1955

宿主：ネズミゴチ Repomucenus curvicornis（=Callionymus richardsoni）
寄生部位：口腔壁
地理的分布：北太平洋（千葉県銚子魚市場：Shiino，1955）
備考：Shiino（1955）は宿主の学名を Callionymus richardsoniと報告し，これは過去の書籍（例えば松原，

1955）によればネズミゴチである。新標準和名は，本種がネズミゴチに寄生することに因む。
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キタノトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria glandiceps Shiino, 1955

宿主：アカガレイ Hippoglossoides dubius
寄生部位：鰓
地理的分布：日本海またはオホーツク海（北海道稚内市：Shiino，1955）
備考：新標準和名は，本種がわが国の最北の地で採集されたことに因む。

ユメカサゴトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria incisa Shiino, 1955

宿主：ユメカサゴ Helicolennus hilgendorfii（=Helicolenus dactylopterus）
寄生部位：口腔壁，鰓
地理的分布：北太平洋（和歌山県尾鷲市：Shiino, 1955）
備考：本種はニュジーランド（Ho, 1975）とオーストラリア（Kabata, 1992）にも分布する。宿主の学名と
和名に関しては，ツノトゲナシツブムシ Acanthochondria bicornisの備考を参照のこと。本虫の雌成虫は，
頭部と第1胸節を宿主の口蓋・口腔底・鰓弓に深く埋めている（Shiino, 1955）。新標準和名は，本種がユ
メカサゴに寄生することに因む。

オニオコゼトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria inimici Yamaguti, 1939

宿主：ハナミノカサゴ Pterois volitans，オニオコゼ Inimicus japonicus
寄生部位：口腔壁，鰓
地理的分布：日本海（新潟県佐渡市達者：Dojiri and Ho，1988），瀬戸内海（兵庫県神戸市垂水：Yamaguti，

1939），不明地（Dojiri and Ho, 1988）
備考：新標準和名は，本種が主にオニオコゼに寄生することに因む。

ズナガトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria longifrons Shiino, 1955

宿主：カエルアンコウ Antennaris striatus（=Antennarius tridens）
寄生部位：鰓弓
地理的分布：北太平洋（千葉県銚子魚市場：Shiino，1955；千葉県銚子市：Shiino，1959）
備考：Shiino（1955, 1959）が報告した宿主（Antennarius tridens）は従来の書籍（例えば松原，1955）では
イザリウオに相当する。しかし，この和名は差別用語であるとして，現在はカエルアンコウに改名されて
いる（日本魚類学会，2007）。新標準和名は，本種の頭部が長いことに因む。
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オオガシラトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria macrocephala Gusev, 1951

宿主：マコガレイ Pleuronectes yokohamae（=Limanda yokohamae）
寄生部位：鰓腔壁
地理的分布：日本海（新潟県佐渡市達者：Ho and Kim，1995b）
備考：本種は極東ロシアから最初に報告された（Gusev, 1951）。新標準和名は，本種の頭部が大きいことに
因む。

アンコウトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria oralis Yamaguti, 1939
　
宿主：アンコウ Lophiomus setigerus（=Lophius setigerus）
寄生部位：口腔壁
地理的分布：北太平洋（高知県高知市：Yamaguti，1939）
備考：新標準和名は，本種がアンコウに寄生することに因む。

ハタハタトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria priacanthi Shiino, 1964

異名リスト：Chondracanthidae sp. （江藤・大高，2007）
宿主：ハタハタ Arctoscopus japonicus，チカメキントキ Cookeolus japonicus（=Priacanthus boops）
寄生部位：鰓蓋内面，鰓弓，口蓋，口腔底，鰓腔壁，頤
地理的分布：北太平洋（北海道釧路市沖：Ho and Kim，1995b，1996；北海道根室沖・昆布森沖・襟裳沖・
虎杖浜沖・八雲沖：Yanagimoto and Konishi，2004；北海道登別・室蘭・鹿部：Nagasawa and Takaya，
2008），日本海（新潟県佐渡島：Shiino，1964；北海道厚田沖：Yanagimoto and Konishi，2004；秋田県秋
田沖：Yanagimoto and Konishi，2004），不明地（青森県弘前市魚市場等：江藤・大高，2007）

備考：本種はチカメキントキから得られた個体に基づいて記載されたが（Shiino, 1964），近年はハタハタか
らの記録が多い（Ho and Kim, 1995,1996; Yanagimoto and Konishi, 2004; Nagasawa and Takaya, 2008）。韓
国にも分布する（Kim, 1998）。江藤・大高（2007）はハタハタの口腔・鰓腔・鰓からツブムシ科カイア
シ類を得ており，その記録もここに含めた。新標準和名は，本種が主にハタハタに寄生することに因む。

キストゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria shawi Yü, 1935

宿主：シロギス Sillago japonica（=Sillago sihama）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（三重県津市：Shiino，1959），瀬戸内海（兵庫県神戸市垂水：Yamaguti，1939），不
明地（木原，1960）

備考：Yamaguti （1939） と Shiino （1959） が報告した宿主 （Sillago sihama） は過去の書籍 （例えば松原， 1955） 
ではキスであり， これはわが国浅海に広く生息するシロギスと判断される。本種は中国から最初に報告さ
れ （Yü, 1935）， 韓国にも分布する （Kim, 1998）。木原 （1960） はシロギスの鰓から Acanthochondria sp.を得
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ており， その記録もここに含めた。新標準和名は，本種がキス科魚類に寄生することに因む。

ヒラメトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria sixteni (C. B. Wilson, 1922)

異名リスト：Chondracanthus sixteni C. B. Wilson, 1922（Wilson, 1922）
宿主：アンコウ Lophiomus setigerus，ヒラメ Paralicthys olivaceus，ヒラメ類の1種（a species of halibut）
寄生部位：咽頭，口腔壁，鰓蓋内面，鰓
地理的分布：北太平洋（神奈川県三崎市：Wilson，1922），日本海（新潟県佐渡市達者：Dojiri and Ho，

1988；新潟県佐渡市立松ヶ崎中学校保存標本：Ho and Kim，1995b），瀬戸内海（－：Yamaguti，1939）
備考：本種は韓国にも分布する（Kim, 1998）。新標準和名は，本種が主にヒラメに寄生することに因む。

トゲナシツブムシ

Acanthochondria spirigera Shiino, 1955

宿主：アンコウLophiomus setigerus， キアンコウLophius litulon， ヒメアンコウLophiodes naresi（=Chirolophius 
moseleyi）

寄生部位：口腔壁，鰓
地理的分布：北太平洋（千葉県鴨川市天津：Shiino，1955；神奈川県相模湾［葉山］：Shiino，1959；三重
県尾鷲市：Shiino，1955），日本海（山口県・鳥取県沖：Nagasawa et al.，2008；島根県浜田市・大田市沖：
岡本，2011），東シナ海（日本西岸沖：Avdeev and Kazatchenko，1985；－：Nagasawa et al.，2008）

備考：Shiino（1955）によって報告された宿主（Cherolophius［正しくは Chirolophius］moseleyi）は過去の
書籍（例えば松原，1955）によればヒメアンコウ（ハタタテアンコウ）Lophiodes meseleyiであり，中坊（2013）
では Lophiodes naresiである。韓国にも分布する（Choi et al., 1996）。標準和名は椎野（1965）による。

コチトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria tchangi Yü, 1935

宿主：マゴチ Platycephalus sp.（=Platycephalus indicus, Platycephalus indicum）
寄生部位：口蓋，口腔底
地理的分布：北太平洋（静岡県浜名湖：Yamaguti，1939），日本海（新潟県佐渡市達者：Shiino，1959），不
明地（木原，1960）

備考： Yamaguti（1939）と Shiino（1959）が報告した宿主名（Platycephalus indicus, P. indicum） は，中坊（2013）
によればマゴチである。本種は中国から最初に報告され（Yü, 1935），韓国にも分布する（Suh et al., 
1992；Kim，1998）。木原（1960）がマゴチの口腔から Acanthochondria sp.を得ており，その記録もここ
に含めた。新標準和名は，本種がコチ科魚類に寄生することに因む。

クビナガトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria uranoscopi Ho and Kim, 1995

宿主：ミシマオコゼ Uranoscopus japonicus 
寄生部位：口腔壁
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地理的分布：日本海（新潟県佐渡市達者：Ho and Kim，1995b）
備考：新標準和名は，本種の頸部が著しく伸長することに因む。

ハゼトゲナシツブムシ（新称）

Acanthochondria yui Shiino, 1964

宿主：マハゼ Acanthogobius flavimanus
寄生部位：鰓蓋，鰓弓，口腔壁
地理的分布：北太平洋（三重県津市相川河口：Shiino，1964；三重県櫛田川河口：Izawa，1986）
備考：本種は韓国にも分布する（Suh et al., 1992, 1993; Kim, 1998）。初期生活史が記載されている（Izawa, 

1986）。新標準和名は，本種がハゼ類に寄生することに因む。

Acanthochondria sp. 

宿主：ハタタテヌメリ Repomucenus valenciennei（=Callinymus flagris）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（東京湾：市原ら，1963）
備考：本種は，上記のネズミゴチトゲナシツブムシ Acanthochondria fissicaudaに同定できるかも知れない。

Acanthochondria sp. 

宿主：アンコウ Lophiomus setigerus
寄生部位：口腔壁
地理的分布：不明地（大阪市中央市場：阿部ら，2011）
備考：阿部ら（2011）によって示された標本写真や宿主を考慮すると，本種は上記のアンコウトゲナシツ
ブムシ Acanthochondria oralisかトゲナシツブムシ Acanthochondria spirigeraのいずれかである可能性が
ある。魚市場等で問題になることがある（東京都市場衛生検査所，1990）。

ドウナガツブムシ属（新称）

Genus Bactrochondria Ho, Kim and Kumar, 2000

　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部が伸長することに因む。

ドウナガツブムシ（新称）

Bactrochondria longitruncus (Yamaguti, 1939)

異名リスト：Pseudochondracanthus longitruncus Yamaguti, 1939（Yamaguti, 1939）
宿主：クロウシノシタ Paraplagusia japonica（=Rhinoplagusia japonica）
寄生部位：鰓
地理的分布：瀬戸内海（兵庫県神戸市垂水：Yamaguti，1939）
備考：Pseudochondracanthus longitruncusは Ho et al.（2000）によって本属に移された。本種は台湾にも分
布する（Ho et al., 2012a）。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。
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ウデツブムシ属（新称）

Genus Brachiochondria Shiino, 1957

　椎野（1957）が下記の Brachichondria pinguisにウデツブムシの和名を与えたことにならい，本属の新標
準和名にもウデツブムシを提唱する。

ウデツブムシ

Brachiochondria pinguis Shiino, 1957

宿主：コモンフグ Takifugu poecilonotus（=Spheroides alboplumbeus）
寄生部位：口腔底
地理的分布：北太平洋（和歌山県白浜町瀬戸：Shiino，1957；Østergaard，2003）
備考：本種の宿主名に関して，過去の書籍（例えば松原，1955）に Spheroides alboplumbeusの学名は見当
たらない。一方，中坊（2013）ではコモンダマシがそれに相当するが，この種はわが国に生息せず，ま
た椎野（1957）が宿主はコモンフグと記しているため，本目録ではコモンフグとした。宿主における本
種の寄生様式に関して，椎野（1957）は「宿主粘膜の乳頭状突起の周囲には隆起があり，間に環状溝が
生じて，その内に体前部をさし入れて寄生虫は逆立ちの状態にある」と記している。本種は韓国にも分布
する（Kim, 1998）。標準和名は椎野（1957）による。

クビナガツブムシ属（新称）

Genus Brachiochondrites Markewitsch, 1940

　新標準和名は，本属カイアシ類の頸部が伸長することに因む。

クビナガツブムシ（新称）

Brachiochondrites longicollis Markewitsch, 1940

宿主： ソコクロダラ Lepidion inosimae
寄生部位：鰓腔壁
地理的分布：北太平洋（神奈川県三崎市：Markewitsch，1940）
備考：本種は中央大西洋産標本に基づき再記載された（Kabata, 1970）。Markewitsch（1940）は，宿主の種
小名を inosimeと誤記した。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

カメガタツブムシ属（新称）

Genus Chelonichondria Ho, 1994

　新標準和名は，本属カイアシ類の外観がウミガメに似ていることに因む。
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カメガタツブムシ（新称）

Chelonichondria okamurai Ho, 1994

宿主：ハナソコダラ Coryphaenoides nasutus
寄生部位：鰓蓋
地理的分布：北太平洋（高知県土佐湾：Ho, 1994；Østergaard, 2003；Østergaard et al., 2003）
備考：新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

ツブムシモドキ属（新称）

Genus Chondracanthodes C. B. Wilson in Oakley, 1930

　新標準和名は，本属カイアシ類の外観がツブムシ属に似ていることに因む。

ツブムシモドキ（新称）

Chondracanthodes deflexus C. B. Wilson, 1932

宿主：ヨロイダラ Coryphaenoides nasutus
寄生部位：鰓蓋内面
地理的分布：北太平洋（本州沖：Ho，1994）
備考：新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

ツブムシ属

Genus Chondracanthus Delaroche, 1811

　本目録の諸言に記したように，わが国で最初に飯島（1918）が著書のなかで本属カイアシ類の図を示した。
本属に「ツブムシ」の標準和名を用いたのは椎野（1964, 1969）である。

トゲツブムシ

Chondracanthus distortus C. B. Wilson, 1922

宿主：カガミダイ Zeus nebulosa，マトウダイ Zeus faber（=Zeus japonicus），不明魚種（an unknown host）
寄生部位：鰓，鰓弓，口腔奥部
地理的分布：北太平洋（静岡県駿河湾：Yamaguti，1939；三重県尾鷲市：Shiino，1955），東シナ海（長崎
県五島市大瀬埼沖：Wilson，1922），北太平洋または東シナ海（九州 Sato-no-misaki：Wilson，1922，鹿
児島県不明地：Heegaard，1945），不明地（木原，1960）

備考：Heegaard（1945）が報告した本種の採集日は，Wilson（1922）が報告した本種の採集日2つのうちの
ひとつと同じであり，同一標本を観察したと推測される。また，Wilson（1922）が採集地とした九州の
「Sato-no-misaki」は採集日の一致から鹿児島県（Heegaard, 1945）にあると推測されるが，詳細な位置は
不明である。標準和名は椎野（1965, 1979）による。
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カジカツブムシ（新称）

Chondracanthus irregularis Fraser, 1920

異名リスト：Chondracanthopsis dogieli (Gusev, 1951)（Kabata and Gusev, 1966）
宿主：シモフリカジカMyxocephalus brandtii，トゲカジカMyoxocephalus polyacanthocephalus
寄生部位：鰓蓋内面
地理的分布：北太平洋（色丹島沖：Kabata and Gusev，1966；北海道釧路市沖：Ho and Kim，1996）
備考：本種はカナダ西岸（Kabata, 1968）と極東ロシア（Gusev, 1951）にも分布する。新標準和名は，本種
がカジカ科魚類に寄生することに因む。

アマタトゲツブムシ（新称）

Chondracanthus neali Leigh-Sharpe, 1930

宿主：ニホンマンジュウダラMalacocephalus nipponensis
寄生部位：口腔底
地理的分布：北太平洋または東シナ海（沖縄県沖：Ho，1994） 
備考：本種はアイルランド，南アフリカ，オーストラリアにも分布する（例えば Ho，1972；Kabata，

1992）。新標準和名は，本種の胴部に多くの突出があることに因む。

ギンメダイツブムシ（新称）

Chondracanthus polymixiae Yamaguti, 1939

宿主：ギンメダイ Polymixia japonica
寄生部位：鰓蓋内面，口腔底
地理的分布：北太平洋（静岡県駿河湾：Yamaguti，1939；三重県尾鷲市：Shiino，1955）
備考：本種はオーストラリアにも分布する（Kabata, 1992）。新標準和名は，本種がギンメダイに寄生する
ことに因む。

シイノツブムシ（新称）

Chondracanthus shiinoi (Shiino, 1955)

異名リスト：Chondracanthus gibbosus Shiino, 1955（Shiino, 1955）
宿主：ソコマトウダイ Zenion japonicum
寄生部位：鰓弓
地理的分布：北太平洋（和歌山県みなべ町：Shiino，1955）
備考：本種は，Shiino（1955）によって Chondracanthus gibbosusと命名されたが，この学名は他種に用い
られていたため Yamaguti（1963）が再命名した。新標準和名は，本種を最初に報告した椎野季雄博士に
因む。
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アイナメツブムシ（新称）

Chondracanthus solidus (Gusev, 1951)

異名リスト：Acanthochondria solida Gusev， 1951 （Shiino, 1959）， Chondracanthus parvus Ho， Kim and Nagasawa， 
2005 （Ho et al., 2005）， Chondracanthidae sp.（江藤・大高，2007）

宿主：ホッケ Pleurogrammus azonus， ウサギアイナメHexagrammos lagocephalus （=Hexagrammus lagocephalus），
アイナメ科の1種，ヤギシリカジカ Eurymen gyrinus

寄生部位：鰓弓，鰓蓋内面
地理的分布：北太平洋（北海道厚岸町：Shiino，1959；北海道噴火湾：Ho et al., 2005），日本海（福井県沖：

Ho and Kim，1995a），不明地（青森県弘前市魚市場等：江藤・大高，2007）
備考：Gusev（1951）と Shiino（1951）は本種をトゲナシツブムシ属に含めたが，Ho and Kim（1995a）は
ツブムシ属に移した。Østergaard（2003）も同様の見解である。Ho et al.（2005）によって記載された
Chondracanthus parvusは，Tang et al.（2007）によって本種の新参異名とされた。本種は極東ロシアから
最初に報告され（Gusev, 1951），韓国にも分布する（Kim, 1998）。江藤・大高（2007）はアイナメ科の1
種からツブムシ科カイアシ類を得ており，その記録もここに含めた。新標準和名は，本種が主にアイナメ
科魚類に寄生することに因む。

スケトウダラツブムシ（新称）

Chondracanthus theragrae Yamaguti, 1939

宿主：スケトウダラ Theragra chalcogramma，アカムツ Doederleinia berycoides
寄生部位：鰓，鰓弓
地理的分布：北太平洋（三重県尾鷲市：Shiino，1955），日本海（富山県富山湾：Yamaguti，1939）
備考：新標準和名は，本種がスケトウダラから最初に記載されたことに因む。

ニュウドウカジカツブムシ（新称）

Chondracanthus yanezi Atria, 1980

宿主：ニュウドウカジカ Psychrolutes phrictus
寄生部位：鰓蓋内面
地理的分布：北太平洋（北海道釧路市沖：Ho and Kim，1996；青森県沖・岩手県沖：Ho et al.，2005）
備考：本種はチリ，米国西岸，ベーリング海にも分布する（例えば Ho，1982；Ho and Kim，1996）。新標
準和名は，本種がニュウドウカジカに寄生することに因む。

オモナミツブムシ

Chondracanthus zei Delaroche, 1811

宿主：マトウダイ Zeus faber
寄生部位：鰓，鰓弓，鰓腔壁，鰓耙
地理的分布：北太平洋（茨城県ひたちなか市那珂湊魚市場：齋藤・山田，2011；三重県南勢町沖：齋藤・
山田，2011），日本海（新潟県佐渡市達者湾：Ho，1991；富山県富山湾：Yamaguti，1939）

備考：本種は大西洋，地中海，アドリア海などにも分布する（Kabata, 1979a）。標準和名は齋藤・山田 
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（2011）による。

Chondracanthus sp.

宿主：不明
寄生部位：不明
地理的分布：不明地（飯島，1918）
備考：本種は，飯島（1918：472）によってわが国で初めて示されたツブムシ科カイアシ類である。飯島によっ
て示された図（雌成体：腹面図）は原図であるが，残念なことに宿主や採集地の情報を欠く。雌に取り付
いている矮雄も示されている。なお，曾田（1906：19）が寄生性カイアシ類の例として「こんとらかん
さす Chondracanthus」を紹介しているが，これは標本に基づくものではない。

Chondracanthus sp.

宿主：アコウダイ Sebastes matsubarae（=Sebastodes matsubarae）
寄生部位：鰓
地理的分布：不明地（木原，1960）

ミツオツブムシ属（新称）

Genus Cryptochondria Izawa, 1971

　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部後端が3個の伸長部（「三尾」）を有することに因む。

ミツオツブムシ（新称）

Cryptochondria tricaudata Izawa, 1971

宿主：フサカサゴ Scorpaena onaria（=Scorpaena neglecta）
寄生部位：胸鰭
地理的分布：北太平洋（神奈川県相模湾城ケ島沖：Izawa，1971）
備考：Izawa（1971）によって報告された宿主（Scorpaena neglecta）は過去の書籍（例えば松原，1955）に
従えばフサカサゴであり，その学名は中坊（2013）では Scorpaenia onariaである。新標準和名は，本属
の標準和名の由来と同様。

フクヨカツブムシ属（新称）

Genus Diocus Krøyer, 1863

　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部がふくよかな外観を呈することに因む。

フクヨカツブムシ（新称）

Diocus sadoensis (Shiino, 1960)

異名リスト：Parapharodes sadoensis Shiino, 1960（Shiino, 1960a）
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宿主：ノロゲンゲ Bothrocara hollandi（=Allolepis hollandi），メダマギンポ Anisarchus macrops（=Lumpenus 
macrops）

寄生部位：鰓腔壁，口腔壁
地理的分布：日本海（新潟県佐渡市水津沖：Shiino，1960a；福井県沖：Ho and Kim，1995a）
備考：新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

ワキバラトゲツブムシ属（新称）

Genus Hoia Avdeev and Kazatchenko, 1985

　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部側面（「脇腹」）に3対の伸長部（「棘」）を有することに因む。

ワキバラトゲツブムシ（新称）

Hoia hoi Avdeev and Kazatchenko, 1985

宿主：アンコウ Lophiomus setigerous
寄生部位：鰓弓
地理的分布：北太平洋（日本南方沖：Avdeev and Kazatchenko，1985）
備考：新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

タマガシラツブムシ属（新称）

Genus Jusheyhoea Villalba and Fernandez, 1985

　新標準和名は，本属カイアシ類の頭部が球状を呈することに因む。

タマガシラツブムシ（新称）

Jusheyhoea ryukyuensis Ho, 1994

宿主：ネズミヒゲ Coelorinchus anatirostris，テングヒゲ Coelorinchus productus
寄生部位：口腔壁
地理的分布：北太平洋または東シナ海（沖縄県沖：Ho，1994），不明地（Ho, 1994）
備考：Ho（1994）は宿主の属名を Coelorhynchusと誤記した。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

イカリツブムシ属（新称）

Genus Markevitchielinus Titar, 1975

　新標準和名は，本属カイアシ類の頭部が錨状を呈することに因む。
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イカリツブムシ（新称）

Markevitchielinus anchoratus Titar, 1975

宿主：ケムシカジカ Hemitripterus villosus
寄生部位：口腔壁
地理的分布：北太平洋（国後島：Titar，1975；色丹島：Kabata，1979b）
備考：本種の再記載が Kabata（1979b）によってロシア語で記され，その英文訳が Østergaard（2003）に示
されている。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

スンヅマリツブムシ属（新称）

Genus Praecidochondria Kabata, 1968

　新標準和名は，本属カイアシ類の体型が寸詰まりに見えることに因む。

スンヅマリツブムシ（新称）

Praecidochondria setoensis Izawa, 1975

宿主：アカハタ Epinephelus fasciatus
寄生部位：口腔壁
地理的分布：北太平洋（和歌山県田辺湾：Izawa，1975，1986）
備考：初期生活史が記載されている（Izawa，1986）。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

ツツガタツブムシ属（新称）

Genus Prochondracanthopsis Shiino, 1960

　新標準和名は，本属カイアシ類の胴部はほぼ円筒形を呈することに因む。

ツツガタツブムシ（新称）

Prochondracanthopsis quadricornutus Shiino, 1960

異名リスト：Humphreysia hoi Do and Kasahara, 1982 (Do and Kasahara, 1982)
宿主：クラカケトラギス Parapercis sexfasciata，ヤミハゼ Suruga fundicola
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（千葉県銚子市沖：Shiino，1960b），瀬戸内海（岡山県児島湾：Do and Kasahara，

1982）
備考：最近，Ho et al.（2012b）によって Humphreysia hoiは本種の新参異名とされた。本種は台湾にも分布
する（Ho et al., 2012b）。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。
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ヒメツブムシ属（新称）

Genus Prochondracanthus Yamaguti, 1939

　新標準和名は，本属カイアシ類が小型であることに因む。

ヒメツブムシ（新称）

Prochondracanthus haliichthydis Yamaguti, 1939

宿主： ヨウジウオ科の1種 Syngnathidae gen. sp.（=Haliichthys gilberti）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（－：Yamaguti，1939）
備考：Yamaguti（1939）が報告した宿主名は過去の書籍（例えば松原，1955）でも見当たらない。ここでは，

Haliichthys属がヨウジウオ科に含まれるため，宿主をヨウジウオ科の1種とした。新標準和名は，当該属
の標準和名の由来と同様。

ヒョウタンツブムシ属（新称）

Genus Protochondria Ho, 1970

　新標準和名は，本属カイアシ類の頭部と胴部を合わせた体形が瓢箪に似ることに因む。

ヒョウタンツブムシ（新称）

Protochondria alaeopsis (Yamaguti, 1939)

異名リスト：Prochondracanthus alaeopsis Yamaguti, 1939（Yamaguti, 1939）
宿主：カワラガレイ Poecilopsetta plinthus（=Alaeops plinthus）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（静岡県浜松市舞阪：Yamaguti，1939）
備考：本種は Ho（1970）によって本属に転属された。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

トサヒョウタンツブムシ（新称）

Protochondria neopercis (Yamaguti, 1939)

異名リスト：Prochondracanthus neopercis Yamaguti, 1939（Yamaguti, 1939）
宿主：オキトラギス Parapercis multifasciata（=Neopercis multifasciata）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（高知県土佐湾：Yamaguti，1939）
備考：上記種と同様に，本種は Ho（1970）によって本属に転属された。新標準和名は，本種が土佐湾で採
集されたことに因む。
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ダルマツブムシ属（新称）

Genus Pseudacanthocanthopsis Yamaguti and Yamasu, 1959

　新標準和名は，本属カイアシ類が丸型の形状を示すことに因む。

ダルマツブムシ（新称）

Pseudacanthocanthopsis apogonis Yamaguti and Yamasu, 1959

宿主：ネンブツダイ Apogon semilineatus
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（神奈川県相模湾：Yamaguti and Yamasu，1959；和歌山県瀬戸：Izawa，1986；和
歌山県田辺湾：Izawa，1975；Østergaard，2003；Østergaard et al., 2003）

備考：初期生活史が記載されている（Izawa, 1986）。新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。
　

シイノダルマツブムシ（新称）

Pseudacanthocanthopsis bicornutis (Shiino, 1960)

異名リスト：Prochondracanthopsis bicornutus Shiino, 1960（Shiino, 1960b） 
宿主：ソコアマダイ Owstonia totomiensis，スズメダイ Chromis notatus notatus（=Chromis notatus）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（三重県尾鷲市沖：Shiino，1960b），日本海（新潟県佐渡市達者湾：Ho and Kim， 

1995a）
備考：新標準和名は，本種を発見・記載した椎野季雄博士に因む。

テンジクダイダルマツブムシ（新称）

Pseudacanthocanthopsis secunda Yamaguti and Yamasu, 1960

異名リスト：Pseudacanthopsis secunda Yamaguti and Yamasu, 1960（Yamaguti and Yamasu, 1960） 
宿主：テンジクダイ Apogon lineatus，マダイ Pagrus major，コモンフグ Takifugu poecilonotus
寄生部位：鰓 
地理的分布：東シナ海（九州沖：Venmathi Maran et al., 2013），瀬戸内海（岡山県岡山大学玉野臨海実験所：

Yamaguti and Yamasu，1960；広島県大崎上島沖：Venmathi Maran et al., 2013）
備考：本種は，Ho and Kim（1995）や Østergaard（2003）に未確定種とされたが，有効種である（Venmathi 

Maran et al., 2013）。韓国にも分布する（Venmathi Maran et al., 2013）。新標準和名は，本種がテンジクダ
イに寄生することに因む。

ニセツブムシ属（新称）

Genus Pseudochondracanthus C. B. Wilson, 1908

　新標準和名は，本属カイアシ類がツブムシ属に一見似るが異なることに因む。
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ニセツブムシ（新称）

Pseudochondracanthus pseudorhombi Yamaguti, 1939

宿主：タマガンゾウビラメ Pseudorhombus pentophthalmus
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（静岡県浜松市舞阪：Yamaguti，1939）
備考：新標準和名は，本属の標準和名の由来と同様。

ハナビラツブムシ属（新称）

Genus Ttetaloia Uyeno and Nagasawa, 2012

　Uyeno and Nagasawa（2012）が下記の Ttetaloia hoshinoi にハナビラツブムシの和名を与えたことにならい，
本属の新標準和名にもハナビラツブムシを提唱する。

ハナビラツブムシ

Ttetaloia hoshinoi Uyeno and Nagasawa, 2012

宿主：ヘビギンポ Enneapterygius etheostomus，ミヤケヘビギンポ Enneapterygius miyakensis，ヒメギンポ
Springerichthys bapturus

寄生部位：体表
地理的分布：北太平洋（東京都伊豆大島，静岡県伊豆半島：Uyeno and Nagasawa, 2012）
備考：標準和名は Uyeno and Nagasawa（2012）による。

未確定種 Species inquirendae

Acanthochondria argutula (Markewitsch, 1940)

異名リスト：Rylovia argutula Markewitch, 1940 (Markewitsch, 1940)
宿主：ヨロイイタチウオ Hoplobrotula armata
寄生部位：鰓弓
地理的分布：東シナ海（長崎：Markewitsch，1940）
備考：本種はMarkewitsch（1940）によって Rylovia属の新種として記載された。Ho（1970）はこの属をト
ゲナシツブムシ属の新参異名とした。その後，Ho and Kim（1995）は形態学的知見の不足を理由に本種
をトゲナシツブムシ属に含めず，Østergaard（2003）は本種を未確定種として扱った。分類学的位置が確
定するまで標準和名の提唱を保留する。

Acanthochondria grandigenitalis (Yü and Wu, 1932) 
　
宿主：不明異体類（unknown flat-fish）
寄生部位：鰓
地理的分布：北太平洋（三重県九鬼町：Yamaguti，1939）
備考：本種は中国から最初に報告された（Yü and Wu, 1932）。Ho and Kim（1995）は，形態学的知見の不
足を理由に本種をトゲナシツブムシ属に含めなかった。Østergaard（2003）も本種を未確定種として扱っ
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た。分類学的位置が確定するまで標準和名の提唱を保留する。

Brachiochondria higanfugu Yamaguti and Yamasu, 1959

宿主：ヒガンフグ Takifugu pardalis（=Spheroides pardalis）
寄生部位：口腔壁
地理的分布：瀬戸内海（岡山県玉野臨海実験所：Yamaguti and Yamasu，1959）
備考：Ho（1970）は，本種がウデツブムシ Brachiochondria pinguisの新参異名である可能性を示唆した。

Østergaard（2003）は本種を未確定種として扱った。分類学的位置が確定するまで標準和名の提唱を保留
する。

宿主－寄生虫リスト

硬骨魚綱 Osteichhthyes
　ギンメダイ目 Polymixiiformes
　　ギンメダイ科 Polymixiidae
　　　ギンメダイ Polymixia japonica：ギンメダイツブムシ Chondracanthus polymixiae 
　タラ目 Gadiformes
　　チゴダラ科Moridae
　　　ソコクロダラ Lepidion inosimae：クビナガツブムシ Brachiochondrites longicollis
　　タラ科 Gadidae
　　　スケトウダラ Theragra chalcogramma：スケトウダラツブムシ Chondracanthus theragrae
　　ソコダラ科Macrouridae
　　　テングヒゲ Coelorinchus productus：タマガシラツブムシ Jusheyhoea ryukyuensis
　　　ニホンマンジュウダラMalacocephalus nipponensis：アマタトゲツブムシ Chondracanthus neali
　　　ネズミヒゲ Coelorinchus anatirostris：タマガシラツブムシ Jusheyhoea ryukyuensis
　　　ハナソコダラ Coryphaenoides nasutus：カメガタツブムシ Chelonichondria okamurai 
　　　ヨロイダラ Coryphaenoides nasutus：ツブムシモドキ Chondracanthodes deflexus
　アシロ目 Ophidiiformes
　　アシロ科 Ophidiidae
　　　ヨロイイタチウオ Hoplobrotula armata：Acanthochondria argutula
　アンコウ目 Lophiiformes
　　アンコウ科 Lophiidae
　　　アン コウ Lophiomus setigerus：アンコウトゲナシツブムシ Acanthochondria oralis， ヒラメトゲナシツ

ブムシ Acanthochondria sixteni， トゲナシツブムシ Acanthochondria spirigera， Acanthochondria sp., 
ワキバラトゲツブムシ Hoia hoi 

　　　キアンコウ Lophius litulon：トゲナシツブムシ Acanthochondria spirigera
　　　ヒメアンコウ Lophiodes naresi：トゲナシツブムシ Acanthochondria spirigera
　　カエルアンコウ科 Anntennariidae
　　　カエルアンコウ Antennaris striatus：ズナガトゲナシツブムシ Acanthochondria longifrons
　マトウダイ目 Zeiformes
　　ソコマトウダイ科 Zeniidae
　　　ソコマトウダイ Zenion japonicum：シイノツブムシ Chondracanthus shiinoi
　　マトウダイ科 Zeidae
　　　カガミダイ Zeus nebulosa：トゲツブムシ Chondracanthus distortus
　　　マトウダイ Zeus faber：トゲツブムシ Chondracanthus distortus，オモナミツブムシ Chondracanthus zei
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　トゲウオ目 Gasterosteiformes
　　ヨウジウオ科 Sygnathidae
　　　ヨウジウオ科の1種 Syngnathidae gen. sp.：ヒメツブムシ Prochondracanthus haliichthydis 
　スズキ目 Perciformes
　　メバル科 Sebastidae
　　　アコウダイ Sebastes matsubarae：Chondracanthus sp.
　　フサカサゴ科 Scorpaenidae
　　　アカカサゴ Setarches longimanus：ツノトゲナシツブムシ Acanthochondria bicornis
　　　ハナミノカサゴ Pterois volitans：オニオコゼトゲナシツブムシ Acanthochondria inimici
　　　フサカサゴ Scorpaena onaria：ミツオツブムシ Cryptochondria tricaudata
　　　ユメ カサゴ Helicolenus hilgendorfii：ツノトゲナシツブムシ Acanthochondria bicornis，タイコバラト

ゲナシツブムシ Acanthochondria dilatata，ユメカサゴトゲナシツブムシ Acanthochondria incisa
　　オニオコゼ科 Synanceiidae
　　　オニオコゼ Inimicus japonicus：オニオコゼトゲナシツブムシ Acanthochondria inimici
　　コチ科 Platycephalidae
　　　マゴチ Platycephalus sp.：コチトゲナシツブムシ Acanthochondria tchangi
　　ホタルジャコ科 Acropomatidae
　　　アカ ムツ Doederleinia berycoides：アカムツトゲナシツブムシ Acanthochondria constricta，スケトウ

ダラツブムシ Chondracanthus theragrae
　　ハタ科 Serranidae
　　　アカハタ Epinephelus fasciatus：スンヅマリツブムシ Praecidochondria setoensis
　　キントキダイ科 Priacanthidae
　　　チカメキントキ Cookeolus japonicus：ハタハタトゲナシツブムシ Acanthochondria priacanthi
　　テンジクダイ科 Apogonidae
　　　テンジクダイ Apogon lineatus：テンジクダイダルマツブムシ Pseudacanthocanthopsis secunda
　　　ネンブツダイ Apogon semilineatus：ダルマツブムシ Pseudacanthocanthopsis apogonis 
　　タイ科 Sparidae
　　　マダイ Pagrus major：テンジクダイダルマツブムシ Pseudacanthocanthopsis secunda
　　キス科 Sillaginidae
　　　シロギス Sillago japonica：キストゲナシツブムシ Acanthochondria shawi
　　アカタチ科 Cepolidae
　　　ソコアマダイ Owstonia totomiensis：シイノダルマツブムシ Pseudacanthocanthopsis bicornutis
　　スズメダイ科 Pomacentridae
　　　スズメダイ Chromis notatus notatus：シイノダルマツブムシ Pseudacanthocanthopsis bicornutis
　　アイナメ科 Hexagrammidae
　　　ウサギアイナメ Hexagrammos lagocephalus：アイナメツブムシ Chondracanthus solidus
　　　ホッケ Pleurogrammus azonus：アイナメツブムシ Chondracanthus solidus
　　　アイナメ科の1種：アイナメツブムシ Chondracanthus solidus
　　ハタハタ科 Trichodontidae
　　　ハタハタ Arctoscopus japonicus：ハタハタトゲナシツブムシ Acanthochondria priacanthi
　　ケムシカジカ科 Hemitripteridae
　　　ケムシカジカ Hemitripterus villosus：イカリツブムシMarkevitchielinus anchoratus
　　カジカ科 Cottidae
　　　シモフリカジカMyxocephalus brandtii：カジカツブムシ Chondracanthus irregularis 
　　　トゲカジカMyoxocephalus polyacanthocephalus：カジカツブムシ Chondracanthus irregularis
　　ウラナイカジカ科 Psychrolutidae
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　　　ニュウドウカジカ Psychrolutes phrictus：ニュウドウカジカツブムシ Chondracanthus yanezi
　　　ヤギシリカジカ Eurymen gyrinus：アイナメツブムシ Chondracanthus solidus
　　ゲンゲ科 Zoarcidae
　　　ノロゲンゲ Bothrocara hollandi：フクヨカツブムシ Diocus sadoensis
　　タウエガジ科 Sticaheidae
　　　メダマギンポ Anisarchus macrops：フクヨカツブムシ Diocus sadoensis
　　トラギス科 Pinguipedidae
　　　オキトラギス Parapercis multifasciata：トサヒョウタンツブムシ Protochondria neopercis 
　　　クラカケトラギス Parapercis sexfasciata：ツツガタツブムシ Prochondracanthopsis quadricornutus
　　ミシマオコゼ科 Uranoscopidae
　　　ミシマオコゼ Uranoscopus japonicus：クビナガトゲナシツブムシ Acanthochondria uranoscopi
　　ネズッポ科 Callionymidae
　　　ネズミゴチ Repomucenus curvicornis：ネズミゴチトゲナシツブムシ Acanthochondria fissicauda
　　　ハタタテヌメリ Repomucenus valenciennei：Acanthochondria sp.
　　ハゼ科 Gobiidae
　　　ハゼクチ Acanthogobius hasta：ハゼクチトゲナシツブムシ Acanthochondria brevicorpa
　　　マハゼ Acanthogobius flavimanus：ハゼトゲナシツブムシ Acanthochondria yui
　　　ヤミハゼ Suruga fundicola：ツツガタツブムシ Prochondracanthopsis quadricornutus
　カレイ目
　　ヒラメ科 Paralichthyidae
　　　タマガンゾウビラメPseudorhombus pentophthalmus：ニセツブムシPseudochondracanthus pseudorhombi
　　　ヒラメ Paralicthys olivaceus：ヒラメトゲナシツブムシ Acanthochondria sixteni
　　　ヒラメ類の1種（a species of halibut）：ヒラメトゲナシツブムシ Acanthochondria sixteni
　　カレイ科 Pleuronectidae
　　　アカガレイ Hippoglossoides dubius：キタノトゲナシツブムシ Acanthochondria glandiceps
　　　マコガレイ Pleuronectes yokohamae：オオガシラトゲナシツブムシ Acanthochondria macrocephala
　　カワラガレイ科 Poecilopsettidae
　　　カワラガレイ Poecilopsetta plinthus：ヒョウタンツブムシ Protochondria alaeopsis 
　　ウシノシタ科 Cynoglossidae
　　　クロウシノシタ Paraplagusia japonica：ドウナガツブムシ Bactrochondria longitruncus
　　不明異体類（unknown flat-fish）：Acanthochondria grandigenitalis
　フグ目 Tetraodontiformes
　　フグ科 Tetraodontidae
　　　コモ ンフグ Takifugu poecilonotus：ウデツブムシ Brachiochondria pinguis，テンジクダイダルマツブ

ムシ Pseudacanthocanthopsis secunda
　　　ヒガンフグ Takifugu pardalis：Brachiochondria higanfugu
　　ハリセンボン科 Diodontidae
　　　ハリセンボン属の1種 Diodon sp.：コブツキツブムシ Acanthocanthopsis quadrata 
　不明魚種（an unknown host）：トゲツブムシ Chondracanthus distortus，Chondracanthus sp.

今後の研究課題

　本目録では，1918-2013年の96年間に出版された文献をもとに，日本産ツブムシ科カイアシ類各種の情報
を整理した。その結果，わが国からは20属48種，未同定種（4種），未確定種（3種）のツブムシ科カイアシ
類が報告されていることが明らかになった。2004年までの資料であるが，世界から記載されたツブムシ科
の総数は44属160種である（Boxshall and Halsey, 2004）。この数値をもとにすると，わが国の周辺海域には
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既知属の45%，既知種の30%のツブムシ科カイアシ類が生息することになる。また，わが国で記録された
属数と種数は，ツブムシ科がよく研究されている英国（4属12種：Kabata，1979）やカナダ（6属24種：
Kabata，1988）と比べてみても，極めて高い値である。すなわち，わが国はツブムシ科カイアシ類相が世
界でも最もよく研究され，かつ，多くの属種を有する国であると言うことができる。
　近隣では，極東ロシア日本海から5属9種（Markewitsch and Titar, 1978），韓国から3属8種（Kim, 1998），
中国から5属12種（Song and Kuang, 1980），台湾から5属8種（1未同定種を含む）（Ho et al., 2011a, 2011b）
が報告されている。これらの値をみても，わが国でツブムシ科カイアシ類相の研究がいかに進んでいるかを
窺い知ることができるだろう。
　ただし，このような状況であっても，筆者らは，わが国にはまだ未報告種が少なからず存在すると推測し
ている。その理由として，わが国には極めて多くの海水魚が生息し（4,180種の魚類が生息し［中坊，2013］，
その多くは海水魚である），上記の宿主－寄生虫リストに基づけば，これまでにツブムシ科カイアシ類が得
られた日本産魚類は僅かに58種に過ぎず，それらには試料が比較的入手しやすい水産上有用な魚類が多く
含まれていたことが挙げられる。筆者らの最近の経験であるが，小型の磯魚であるギンポ類にハナビラツブ
ムシ Ttetaloia hoshinoiを見出し，新属新種として記載した（Uyeno and Nagasawa, 2012）。水産上必ずしも
重要な魚類でなくても，多種多様な海水魚を調べることによって，わが国から未知なツブムシ科カイアシ類
が見出される可能性は高い。ツブムシ科カイアシ類相の更なる研究が必要である。
　分類学的研究に比べて， ツブムシ科カイアシ類の生態や生活史に関する知見は， わが国では皆無と言えるほ
ど限られている。僅かに， ハゼトゲナシツブムシ Acanthochondria yuiの初期生活史 （Izawa, 1986）， 北海道沿
岸域のハタハタにおけるハタハタトゲナシツブムシ Acanthochondria priacanthiの寄生状況 （Yanagimoto and 
Konishi, 2004; Nagasawa and Takaya, 2008）， 東シナ海産キアンコウにおけるトゲナシツブムシAcanthochondria 
spirigeraの寄生状況 （Nagasawa et al., 2008） に関する研究があるのみである。生態と生活史に関する知見の
集積が望まれる。
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A checklist of copepods of the family Chondracanthidae (Poecilostomatoida) 
from fishes in Japanese waters (1918-2013)

Kazuya Nagasawa
1), Daisuke UyeNo

2) and Ju-shey Ho
3)

1)Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University 1-4-4 Kagamiyama, 
Higashi-Hiroshima, Hiroshima 739-8528, Japan

2)Faculty of Science, University of the Ryukyus 1 Senbaru, Nishihara, Okinawa 903-0213, Japan
3)Department of Biological Sciences, California State University

1250 Bellflower Boulevard, Long Beach, California 90840-3702, U. S. A.

Abstract　　Based on the literature published between 1918 and 2013, a checklist is compiled for the 
48 nominal species in 20 genera, 4 unidentified species in 2 genera, and 3 species inquirendae of the 
copepod family Chondracanthidae from Japanese fishes. This checklist contains information for each 
taxon regarding its host(s), attachment site(s), known geographical distribution in Japanese waters, and 
references. A host-parasite list is also given.
Key words: bibliography, checklist, Chondracanthidae, Copepoda, fish parasites 
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